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③本 教 育＼ 芸;









































































































































(2)共通 ･ ｢A群｣の特徴 と履修

























































































1年次- ｢基礎演習｣担当教員 (但し､各グループにサブ ･アドバイザーを配置する｡)


























































































i. ｢国際コミュニケーション論 (含む海外実習)｣ の実施細目
i. コース所属 と演習 (Ⅰ･Ⅰ･Ⅲ)選択の関係
ih. 前学期学業成績の通知と成績優良者の追加科目登録手続
iv.外国人研修生等特定学生対象のクラス開設と運営のあり方
V.転部転科 ･編集学等の単位認定要領の改訂
③ 新カリキュラム実施結果の総括
i.教育経験交流全体会議の継続開催
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i. 非常勤講師との交流機会の確保
上記の事項の幾つかについては､すでに述べたところである｡また､①のⅤについては､1993年
3月4日第13回教授会において､次のような措置が決定されている｡
｢① 基本的考え方
平成 5年度からカリキュラムが改正され､セメスター制が導入されることとなった｡それにと
もない､科目履修登録については各期ごとに行うこととする｡
②1993年度について
平成 5年度の科目履修登録については､例年通 りとする｡すなわち､学年度当初に､今年度前
期 と後期のすべての履修科目について登録する｡
③1994年度以降について
平成 6年度以降については､諸条件の整備につとめ､可及的速やかに各期ごとの履修登録がで
きるようにする｡｣
1993年度に入って､新カリキュラムが 1年次生に実際に通用される過程で､上の課題は一つ一つ
処理されてきている｡1993年度教務委員会の努力を多 としたいと思う｡1993年度での新カリキュラ
ムの運用実績 とそれに関連する新たな諸問題については､本稿の主題に関連する部分のみ触れるこ
ととした｡本稿の範囲を超えることと筆者がその任にないからである｡将来のしかるべき機会に､
新カリキュラムの実施による教育成果の達成状況について､総括 と報告がなされることを期待 して
いる｡
最後に､経営学部の教授会は､新しいカリキュラム体系を決定したことにより､教育内容改善に
対する自信 と教育努力についての決意を､学生はもとより大学の内外に表明したことになることを
改めて想起 したいと思う｡
〔付 記)
(∋ 本稿は､経営学部における1992年度教育改革のうち､1992年度教務委員会に付託された新カリ
キュラムの､実施に当っての諸課題 とそれらの処理過程に限定して報告したものである｡
記述にあたっては､教務委員会や教授会等での審議過程の詳細は割愛した｡また､本質的でない
部分は省略し､公開することが適切でないと判断される内容については記述を回避した｡さらに､
関係者の個人名は原則 として明記しないこととした｡
②1992年度教務委員会の構成メンバーは､委員長の筆者の他､後藤伸教授､大庭恒明教授､鎌田章
教授､松浦春樹教授および金谷良夫助教授の各委員 と､教務課の加藤明氏および佐藤武氏の事務
担当を加えた8名であった｡このメンバーで､新カリキュラムの実施上の諸問題について多 くの
議論 と決定を行った｡
しかしながら､本稿で述べた内容の殆んどは筆者の記憶 と記録に基づいており､当然のことなが
ら､ここでの記述内容についての責任はすべて執筆者に属することを断っておきたいと思う｡
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